
『徒然草句解』の注釈態度　　巻之一を中心に

要　

旨

　

本
稿
で
は
、
近
世
に
出
版
さ
れ
た
数
あ
る
徒
然
草
の
注
釈
書
の
中
か
ら
、『
徒
然
草
句
解
』（
一
六
六

一
年
刊
）
に
焦
点
を
当
て
て
、
こ
の
注
釈
書
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
徒
然
草
自
体
に
内

在
す
る
問
題
意
識
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
を
目
指
す
。

　

近
世
前
期
に
刊
行
さ
れ
た
各
種
の
徒
然
草
注
釈
書
と
『
徒
然
草
句
解
』
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、『
徒
然
草
句
解
』
の
注
釈
態
度
が
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
儒
学
の
立
場
か
ら
の
注
釈
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
や
和
歌
な
ど
を
通
し
て
、
徒
然
草
の
本
質
に
迫

ろ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
た
、『
徒
然
草
句
解
』
は
、
数
多
く
の
箇
所
で
、
徒
然
草
の
連
続
す
る
章
段
間
の
照
応
に
着
眼
す

る
注
釈
を
付
け
て
お
り
、
こ
の
点
に
『
徒
然
草
句
解
』
の
新
し
さ
と
達
成
が
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
徒
然
草
注
釈
書
を
、
研
究
的
な
詳
細
な
も
の
と
、
読
み
や
す
さ
に
力
点
を
置
い
た
一
般
向

け
の
簡
略
な
も
の
に
大
別
す
る
な
ら
ば
、『
徒
然
草
句
解
』
が
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、

そ
の
ス
タ
ン
ス
こ
そ
が
、
徒
然
草
と
い
う
作
品
を
広
範
な
読
者
た
ち
に
開
く
と
同
時
に
、
徒
然
草
の
奥

深
い
世
界
に
分
け
入
る
道
標
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

は
じ
め
に

　
『
徒
然
草
句
解
』
は
、
高
階
楊
順
が
著
し
た
徒
然
草
の
注
釈
書
で
、
七
巻
七
冊
か
ら
な
る
。

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
本
稿
が
『
徒
然
草
句
解
』（
以
下
、『
句
解
』
と
略

称
す
る
）
に
注
目
し
た
の
は
、
前
稿
「『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
の
注
釈
態
度　
　

近
世
前
期
の
徒

然
草
注
釈
書
を
展
望
し
な
が
ら
」
に
お
い
て
、
近
世
前
期
の
徒
然
草
注
釈
書
を
展
望
し
て
ゆ
く

過
程
で
、『
句
解
』
の
注
釈
に
は
、
他
の
注
釈
書
と
比
べ
て
独
自
性
が
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る（

１
）。
た
だ
し
、
そ
の
時
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
北
村
季
吟
が
著
し
た
徒
然

草
注
釈
書
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
、『
句
解
』
自
体
の
詳
し
い
研
究
は
行
え

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
七
巻
七
冊
か
ら
な
る
『
句
解
』
の
う
ち
、
巻
之
一
（
現
行
の

第
三
十
三
段
ま
で
）
を
検
討
し
、
巻
之
二
以
後
の
注
釈
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

今
は
、『
句
解
』
の
注
釈
態
度
を
考
察
す
る
第
一
歩
と
し
た
い
。

　

考
察
の
順
序
と
し
て
は
、
最
初
に
こ
れ
ま
で
の
『
句
解
』
に
対
す
る
評
言
を
概
観
し
、
つ
い

で
『
句
解
』
の
注
釈
の
中
か
ら
、『
枕
草
子
』
と
『
源
氏
物
語
』
に
触
れ
て
い
る
箇
所
に
注
目

す
る
。
さ
ら
に
、『
句
解
』
の
場
合
、
徒
然
草
の
連
続
す
る
章
段
同
士
の
関
連
性
に
言
及
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
触
れ
て
、『
句
解
』
の
注
釈
態
度
の
特
質
と
本
質
に

迫
り
た
い
。

　

近
世
前
期
に
刊
行
さ
れ
た
各
種
の
徒
然
草
注
釈
書
の
中
で
も
、
独
自
性
に
富
む
『
句
解
』
の

注
釈
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
徒
然
草
自
体
の
本
質
や
、
古
典
の
注
釈
研
究
の
あ
り
方
を
考
え
る

う
え
で
、
新
た
な
示
唆
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
句
解
』
の
著
者
で
あ
る
高
階
楊
順

に
つ
い
て
も
、
そ
の
学
問
的
背
景
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

な
お
、『
句
解
』
は
、
現
行
の
章
段
区
分
と
多
少
異
な
る
の
で
、
本
稿
で
は
、『
句
解
』
に
付

い
て
い
る
章
段
番
号
は
、
す
べ
て
現
行
の
章
段
番
号
に
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

一　

徒
然
草
注
釈
史
に
お
け
る
『
句
解
』
の
位
置
づ
け
と
評
価

　
『
句
解
』
の
注
釈
態
度
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
稿
で
言
及
す
る
各
種
の
徒
然
草

注
釈
書
を
を
掲
げ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、『
句
解
』
以
前
、
お
よ
び
『
句

解
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
注
釈
書
、
そ
し
て
近
世
前
期
の
徒
然
草
注
釈
書
を
集
大
成
し
た
も
の
な

ど
で
あ
る
。

　

①　

 『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』（
秦
宗
巴
・
慶
長
九
年
・
一
六
〇
四
年
・
二
巻
二
冊
）

　

②　

 『
野
槌
』（
林
羅
山
・
元
和
七
年
・
一
六
二
一
年
・
十
四
巻
十
三
冊
）

　

③　
 『

鉄
槌
』（
青
木
宗
固
・
慶
安
元
年
・
一
六
四
八
年
・
四
巻
四
冊
）

　

④　
 『

な
ぐ
さ
み
草
』（
松
永
貞
徳
・
慶
安
五
年
・
一
六
五
二
年
・
八
巻
八
冊
・
挿
絵
入
り
）

　

⑤　

 『
徒
然
草
古
今
抄
』（
大
和
田
気
求
・
万
治
元
年
・
一
六
五
八
年
・
八
巻
八
冊
・
挿
絵
入

り
）

　

⑥　

 『
徒
然
草
抄
（
磐
斎
抄
）』（
加
藤
磐
斎
・
寛
文
元
年
・
一
六
六
一
年
・
十
三
巻
十
三
冊
）
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⑦　

 『
徒
然
草
句
解
』（
高
階
楊
順
・
寛
文
元
年
・
一
六
六
一
年
・
七
巻
七
冊
）

　

⑧　
 『

徒
然
草
文
段
抄
』（
北
村
季
吟
・
寛
文
七
年
・
一
六
六
七
年
・
七
巻
七
冊
）

　

⑨　
 『

徒
然
草
諸
抄
大
成
』（
浅
香
山
井
・
貞
享
五
年
・
一
六
八
八
年
・
二
十
巻
二
十
冊
（
２
）

）

　

最
初
に
、
①
か
ら
⑨
ま
で
の
徒
然
草
注
釈
書
の
流
れ
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
①
『
寿
命
院

抄
』（
一
六
〇
四
年
）
か
ら
、
②
『
野
槌
』（
一
六
二
一
年
）
を
経
て
、
③
『
鉄
槌
』（
一
六
四

八
年
）
ま
で
は
、
比
較
的
長
い
期
間
を
置
い
て
徒
然
草
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、

『
鉄
槌
』
の
数
年
後
に
④
『
な
ぐ
さ
み
草
』（
一
六
五
二
年
）
が
刊
行
さ
れ
る
頃
か
ら
、
わ
ず
か

な
間
隔
で
次
々
に
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
こ
の
現
象
は
、
日
本

文
学
に
お
け
る
「
蓄
積
」「
集
約
」「
浸
透
」
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に
、
徒
然
草
注
釈
書
も
当
て
嵌

ま
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う（

３
）。

　

す
な
わ
ち
、
①
②
③
ま
で
の
徒
然
草
注
釈
書
の
蓄
積
を
経
て
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
集
約
す
る

形
で
④
以
下
の
注
釈
書
の
編
纂
が
可
能
と
な
っ
た
。
か
く
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の
注
釈

書
が
幅
広
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
中
か
ら
、
読
者
は
自
分
自
身
の
興
味
に
し
た
が
っ
て
選
択
し

て
、
徒
然
草
の
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
広
範
な
読
者
層
を
生

み
出
し
、
近
世
に
お
け
る
徒
然
草
文
化
圏
が
各
層
へ
浸
透
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
と
考
え
る
。

　
『
文
段
抄
』
は
、
近
世
の
み
な
ら
ず
近
代
以
降
に
も
重
要
視
さ
れ
る
注
釈
書
で
、
注
釈
と
い

う
文
化
行
為
の
大
き
な
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
、『
増
補
鉄
槌
』（
山
岡
元
隣
・
寛
文
九

年
・
一
六
六
九
年
・
五
巻
六
冊
）、『
徒
然
草
諺
解
』（
南
部
草
寿
・
寛
文
九
年
・
一
六
六
九

年
・
五
巻
五
冊
）、『
徒
然
草
大
全
』（
高
田
宗
賢
・
延
宝
六
年
・
一
六
七
八
年
・
十
三
巻
十
三

冊
）、『
徒
然
草
参
考
』（
恵
空
・
延
宝
六
年
・
一
六
七
八
年
・
八
巻
八
冊
）、『
徒
然
草
直
解
』

（
岡
西
惟
中
・
貞
享
三
年
・
一
六
八
六
年
・
十
巻
十
冊
・
人
名
略
伝
と
器
物
図
）
な
ど
が
出
現

し
、
前
記
⑨
『
諸
抄
大
成
』
で
集
大
成
さ
れ
た
。

　
『
文
段
抄
』
以
下
の
注
釈
書
は
、
さ
ら
な
る
集
約
を
行
い
つ
つ
、
そ
の
集
約
さ
れ
た
諸
説
の

蓄
積
自
体
も
増
え
て
ゆ
く
の
で
、『
大
全
』
あ
た
り
か
ら
、
巻
数
・
冊
数
も
膨
大
に
な
り
、
二

十
巻
・
二
十
冊
の
『
諸
抄
大
成
』
が
ま
と
め
ら
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
注
釈
書
類
が
次
々
に
刊
行
さ
れ
た
中
に
あ
っ
て
、『
句
解
』
は
ど
の
よ
う
な
注
釈

書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
以
後
、
十
年
と
経
た
な
い

う
ち
に
新
た
に
刊
行
さ
れ
た
三
種
類
の
注
釈
書
に
『
句
解
』
も
入
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、

『
句
解
』
は
『
文
段
抄
』
を
分
水
嶺
と
す
る
徒
然
草
注
釈
書
の
潮
流
の
中
で
、『
文
段
抄
』
以
前

の
注
釈
書
の
う
ち
、
従
来
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
注
釈
書
だ
っ
た
。

　

そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
高
階
楊
順
と
い
う
著
者
名
は
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
人
物
が
ど
の
よ
う
な
経
歴
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
学
問
的
な
基
盤
を
有
し
て

い
た
か
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
句
解
』
の
性
格
付

け
が
し
に
く
か
っ
た
と
い
う
面
が
あ
る
。
し
か
も
、『
句
解
』
以
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的

な
徒
然
草
注
釈
書
が
六
種
類
も
刊
行
さ
れ
て
お
り
、『
句
解
』
は
、
諸
説
も
含
め
て
か
な
り
詳

し
く
注
釈
を
付
け
て
い
る
が
、
注
釈
す
る
際
に
引
用
し
た
先
行
す
る
注
釈
書
名
が
書
か
れ
て
い

な
い
の
で
、『
句
解
』
自
体
の
、
い
わ
ば
自
前
の
注
釈
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
、
一
見
し
た
だ

け
で
は
摘
出
し
に
く
い
事
情
が
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
逆
に
、
こ
の
点
に
新
た
な
研
究
の
可
能
性

が
発
見
で
き
る
。『
句
解
』
独
自
の
注
釈
だ
け
で
な
く
、
先
行
注
釈
書
を
踏
襲
し
た
も
の
も
含

め
て
考
え
た
方
が
、『
句
解
』
の
注
釈
態
度
は
よ
り
一
層
明
確
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

従
来
、『
句
解
』
は
儒
教
に
よ
る
価
値
判
断
で
書
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
、
儒
教
的
な
徒
然

草
注
釈
書
と
定
義
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
恵
空
の
『
徒
然
草
参
考
』（
一
六
七
八
年
）
の

跋
文
に
、『
寿
命
院
抄
』
以
下
の
諸
注
に
対
す
る
評
言
が
あ
り
、
こ
の
部
分
が
、
最
初
の
徒
然

草
の
注
釈
史
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、『
句
解
』
に
つ
い
て
は
、「
句
解
と
い
ふ
も
の
七
巻

を
撰
べ
り
、
こ
れ
も
む
か
し
の
抄
を
そ
の
ま
ま
用
ひ
て
、
其
上
に
少
し
見
解
を
く
は
へ
て
、
世

に
ひ
ろ
め
た
り
」
と
述
べ
る
。『
徒
然
草
参
考
』
は
、
さ
ら
に
続
け
て
『
徒
然
草
文
段
抄
』
を

評
し
た
部
分
に
、「
猶
も
右
之
句
解
の
中
に
発
明
せ
る
儒
書
の
引
文
を
く
は
へ
て
あ
つ
め
得
た

り
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
恵
空
は
、『
句
解
』
を
、
儒
教
の
観
点
か
ら
の
注
釈
が
多
い
注
釈
書

と
認
識
し
て
い
る
。

　

近
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
冨
倉
徳
次
郎
は
「
徒
然
草
研
究
史
通
観
」
に
、「
楊
順
は
経
学
の

素
養
の
あ
っ
た
人
で
あ
る
が
、
徒
然
草
の
教
誡
の
中
心
を
儒
教
と
見
る
立
場
に
立
っ
て
、
こ
の

『
句
解
』
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
当
然
『
野
槌
』
の
説
に
よ
る
こ
と
が
き
わ
め
て
多

い
が
、
作
者
は
あ
ま
り
に
も
儒
教
一
筋
に
引
き
付
け
て
、
こ
の
草
子
の
教
誡
性
を
説
こ
う
と
し

た
た
め
に
、
む
し
ろ
か
た
よ
っ
た
見
解
の
説
も
多
い
」
と
述
べ
て
い
る（

４
）。
関
場
武
も
「『
野
槌
』

等
の
説
に
た
よ
る
と
こ
ろ
多
く
、
儒
教
一
辺
倒
に
徒
然
草
を
解
釈
し
て
い
る
。『
愚
按
す
る
に
』

と
し
て
自
分
の
意
見
を
の
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
そ
れ
ま
で
の
注
に
よ
る
も
の
が
多
い
」
と
す

る（
５
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
小
林
保
治
は
『
句
解
』
に
つ
い
て
、「
徒
然
草
の
原
理
を
儒
教
で
あ
る

と
し
て
、
教
訓
の
書
と
す
る
。
本
文
の
間
に
二
行
割
で
注
釈
を
加
え
、
野
槌
・
慰
草
の
説
を
と

り
あ
げ
て
い
る
。
新
説
が
目
に
つ
く
が
、
簡
単
明
瞭
で
平
明
達
意
な
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
る
」

と
書
い
て
い
る（

６
）。

小
林
は
、『
句
解
』
に
は
新
説
が
あ
り
、
ま
た
、
わ
か
り
や
す
く
注
釈
し
て

い
る
と
述
べ
て
お
り
、
や
や
『
句
解
』
の
評
価
が
高
く
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
い
ず
れ
も
『
句
解
』
を
儒
教
の
観
点
か
ら
の
注
釈
書
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、
そ
の

こ
と
が
定
説
化
し
て
い
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　
『
野
槌
』
を
引
用
す
る
頻
度
の
高
さ
か
ら
見
て
も
、『
句
解
』
が
儒
教
的
な
観
点
を
重
視
し
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
『
枕
草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』
へ
の
言
及
の
多
さ
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『徒然草句解』の注釈態度　　巻之一を中心に

に
も
注
目
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、『
句
解
』
の
冒
頭
の
総
論
の
わ
ず
か

な
表
現
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

　
『
句
解
』
で
は
、
冒
頭
の
総
論
で
「
詞
つ
づ
き
ハ
、
大
抵
清
紫
二
女
よ
り
事
お
こ
り
て
、
青

き
事
藍
よ
り
青
く
」
と
評
し
て
い
る
。『
枕
草
子
』
と
『
源
氏
物
語
』
の
両
書
を
基
盤
と
し
て

徒
然
草
が
誕
生
し
た
こ
と
、
お
よ
び
徒
然
草
は
、
両
書
を
超
え
る
「
出
藍
の
誉
れ
」
で
あ
る
と

さ
え
絶
賛
し
て
い
る
と
受
け
取
ら
れ
る
書
き
方
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
徒
然
草
注
釈
書
の
総

論
な
の
で
、
徒
然
草
に
肩
入
れ
し
た
い
心
理
の
表
れ
も
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
『
句
解
』
の
注
釈

を
見
て
ゆ
く
と
、『
枕
草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』
を
徒
然
草
の
背
景
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

徒
然
草
自
体
か
ら
新
た
な
光
景
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
、
徒
然
草
の
作
品
理
解
へ
の
深

い
洞
察
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
の
考
察
で
、
ま
ず
『
枕
草
子
』
と
『
源
氏
物
語
』

を
注
釈
に
取
り
上
げ
て
い
る
箇
所
に
注
目
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

二　
『
枕
草
子
』
に
よ
る
『
句
解
』
の
注
釈

　
『
句
解
』
の
注
釈
に
は
、『
枕
草
子
』
が
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
、
本

稿
で
取
り
上
げ
る
比
較
対
象
で
あ
る
他
の
注
釈
書
の
う
ち
、
最
初
の
『
寿
命
院
抄
』
が
先
鞭
を

付
け
て
お
り
、『
句
解
』
が
嚆
矢
で
は
な
い
。『
寿
命
院
抄
』
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
総
論

に
は
、「
草
子
ノ
大
体
ハ
、
清
少
納
言
枕
草
子
ヲ
摸
シ
、
多
ク
ハ
、
源
氏
物
語
ノ
詞
ヲ
用
」
と

あ
る
。
二
番
目
の
『
野
槌
』
で
も
「
此
草
紙
の
言
葉
大
か
た
枕
の
草
紙
、
源
氏
物
語
の
体
を
う

つ
せ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。『
野
槌
』
は
『
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
を
確
実
に
前
進
さ
せ
た
詳
細

な
徒
然
草
注
釈
書
で
あ
る（

７
）。
け
れ
ど
も
、『
枕
草
子
』
の
指
摘
に
関
し
て
は
、
新
た
な
発
掘
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
『
句
解
』
は
、『
寿
命
院
抄
』
に
お
け
る
『
枕
草
子
』
か
ら
の
引
用
箇
所
を

踏
襲
す
る
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
た
な
指
摘
も
か
な
り
加
え
て
い
る
。
以
下
に
掲
げ
る
の

は
、『
句
解
』
巻
之
一
か
ら
抽
出
し
た
、『
枕
草
子
』
と
の
関
連
箇
所
で
あ
る
。
な
お
、『
句
解
』

の
本
文
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
適
宜
、
清
濁
・
句
読
点
・
送
り
仮
名
な
ど
を
付
し
、
意

味
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め
に
漢
字
を
宛
て
た
箇
所
も
あ
る
。

【
第
一
段
】　
「
愚
按
ず
る
に
、
枕
草
子
に
夏
ハ
よ
る
、
月
の
比
は
さ
ら
な
り
。」

　

こ
こ
で
は
、『
徒
然
草
』
の
「
一
の
人
の
御
有
様
は
さ
ら
な
り
」
の
「
さ
ら
な
り
」
の
用
例

と
し
て
、
有
名
な
『
枕
草
子
』
の
冒
頭
部
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
小
さ
な
言
及
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
『
枕
草
子
』
を
活
用
し
て
い
る
。『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』
を
始
め
、

『
句
解
』
以
前
の
諸
注
に
、
こ
の
指
摘
は
な
い
。『
諸
抄
大
成
』
に
も
、
こ
の
部
分
の
『
句
解
』

の
解
釈
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

【
第
八
段
】　
「
枕
草
子
に
、
心
と
き
め
き
す
る
物
、
よ
き
た
き
物
た
き
て
独
り
ふ
し
た
る
、
と

あ
り
。」

　

こ
こ
は
、『
徒
然
草
』
の
「
必
ず
心
と
き
め
き
す
る
物
な
り
」
の
注
釈
で
あ
る
。
既
に
『
寿

命
院
抄
』
に
同
様
の
指
摘
が
あ
り
、『
野
槌
』『
鉄
槌
』『
な
ぐ
さ
み
草
』
な
ど
も
、
こ
こ
を
引

用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
磐
斎
抄
』
は
、『
枕
草
子
』
を
挙
げ
て
い
な
い
。『
句
解
』
は
、
こ

の
よ
う
に
、
徒
然
草
の
当
該
箇
所
に
は
直
接
『
枕
草
子
』
の
書
名
が
言
及
さ
れ
て
い
な
く
と

も
、『
徒
然
草
』
の
表
現
の
背
後
に
幅
広
く
『
枕
草
子
』
を
重
層
さ
せ
て
い
る
の
で
、『
寿
命
院

抄
』
の
説
に
共
感
し
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
。

【
第
十
段
】　
「
愚
按
ず
る
に
、
枕
草
子
に
、
昔
覚
え
て
こ
と
成
る
事
な
き
、
と
あ
り
。」

　

こ
こ
は
、
住
ま
い
の
良
し
悪
し
を
論
ず
る
段
で
あ
る
。
室
内
の
調
度
品
の
趣
味
に
つ
い
て
、

『
徒
然
草
』
が
「
昔
覚
え
て
や
す
ら
か
成
る
こ
そ
」
心
憎
い
と
述
べ
て
い
る
部
分
の
注
釈
で
あ

る
。
第
八
段
の
注
釈
同
様
、『
枕
草
子
』
の
原
文
に
『
徒
然
草
』
と
類
似
す
る
表
現
が
見
え
る

こ
と
を
、「
枕
草
子
に
〜
と
あ
り
」
と
い
う
書
き
方
で
、
指
摘
し
て
い
る
。『
寿
命
院
抄
』『
野

槌
』
を
始
め
と
し
て
、
諸
注
に
『
枕
草
子
』
の
指
摘
は
な
い
が
、『
諸
抄
大
成
』
は
、『
句
解
』

の
こ
の
注
釈
を
引
く
。

【
第
十
二
段
】　
「
又
按
ず
る
に
、
枕
草
子
に
つ
ゆ
た
が
ふ
事
な
か
り
け
り
、
と
あ
り
。」

　

こ
こ
も
、『
徒
然
草
』
の
「
露
た
が
は
ざ
ら
ん
と
向
ひ
ゐ
た
ら
ん
ハ
」
の
注
釈
と
し
て
、『
枕

草
子
』
の
一
節
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ご
く
短
い
表
現
に
も
注
意
し
て
、『
枕
草
子
』

と
の
類
似
箇
所
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、『
句
解
』
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
、
こ
の
よ
う

な
注
を
付
け
て
い
る
注
釈
書
は
、『
句
解
』
以
前
に
な
い
。
し
か
も
、『
諸
抄
大
成
』
に
は
、

『
句
解
』
の
こ
の
部
分
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
単
な
る
見
落
と
し
か
、
そ
れ
と
も
あ
ま
り
に

微
細
な
指
摘
と
思
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

【
第
十
六
段
】　
「
愚
按
ず
る
に
、
枕
草
紙
、
歌
ハ
と
い
ふ
條
に
、
か
ぐ
ら
う
た
も
お
か
し
、
と

あ
り
。」

　

こ
こ
は
、『
徒
然
草
』
の
「
神
楽
こ
そ
、
艶
め
か
し
く
、
面
白
け
れ
」
の
注
釈
で
あ
る
。『
寿

命
院
抄
』『
野
槌
』
に
も
指
摘
は
な
い
が
、『
諸
抄
大
成
』
は
『
句
解
』
の
指
摘
を
、
掲
載
し
て

い
る
。
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【
第
十
八
段
】　
「
愚
按
ず
る
に
、
枕
草
子
に
、
心
ゆ
く
物
の
條
に
、
い
と
か
し
が
ま
し
き
迄
、

人
ご
と
い
ふ
に
、
と
あ
り
。」

　

こ
こ
は
、『
徒
然
草
』
の
「
風
に
吹
か
れ
て
鳴
り
け
る
を
、
か
し
が
ま
し
と
て
」
の
部
分
の

注
釈
で
あ
る
。『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』
に
、
こ
の
指
摘
は
な
い
が
、『
諸
抄
大
成
』
に
は
、『
句

解
』
の
こ
の
部
分
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
第
十
九
段
①
】　
「
愚
按
ず
る
に
、
枕
草
子
、
風
ハ
と
い
ふ
條
に
、
野
分
の
又
の
日
こ
そ
い
み

じ
う
あ
は
れ
に
覚
ゆ
る
と
あ
り
」

　

こ
こ
は
、『
徒
然
草
』
の
「
野
分
の
朝
こ
そ
、
を
か
し
け
れ
」
の
注
釈
で
あ
る
。
こ
の
部
分

に
関
し
て
、『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』
の
指
摘
は
な
い
。『
句
解
』
が
引
用
す
る
『
枕
草
子
』
の

本
文
に
は
「
を
か
し
け
れ
」
が
入
っ
て
お
ら
ず
、「
能
因
本
」
の
系
統
で
あ
ろ
う
。「
三
巻
本
」

で
は
こ
の
部
分
が
「
野
分
の
ま
た
の
日
こ
そ
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
、
を
か
し
け
れ
」
と
な
っ

て
い
て
、
こ
ち
ら
の
方
が
、『
徒
然
草
』
の
表
現
に
近
い
。

【
第
十
九
段
②
】　
「
源
氏
に
ハ
幻
の
巻
、
枕
草
子
に
ハ
発
端
に
四
季
の
景
を
う
つ
せ
り
。
又
、

木
の
花
ハ
と
云
條
の
面
影
、
よ
く
相
似
た
り
。」

　

こ
こ
は
、『
徒
然
草
』
の
「
云
い
ひ
つ
ゞ
く
れ
バ
、
皆
、
源
氏
物
語
・
枕
草
子
な
ど
に
、
こ

と
ふ
り
に
た
れ
ど
」
の
注
釈
で
あ
る
。『
句
解
』
は
、『
源
氏
物
語
』
と
『
枕
草
子
』
の
両
方
の

作
品
に
触
れ
る
が
、『
枕
草
子
』
の
記
述
は
二
箇
所
、
挙
げ
て
い
る
。『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』

に
は
、
こ
の
部
分
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
な
お
、『
諸
抄
大
成
』
で
は
こ
れ
と
同
じ
注
釈
内

容
を
『
徒
然
草
参
考
』
の
記
述
と
し
て
挙
げ
る
が
、『
句
解
』
の
ほ
う
が
早
い
時
期
の
注
釈
書

で
あ
る
の
で
、『
句
解
』
の
記
述
と
し
て
掲
載
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
第
十
九
段
③
】　
「
枕
草
紙
に
、
す

（
マ
マ
）

さ
ま
じ
物
、
し
は
す
の
月
夜
、
お
う
な
の
け
さ
う
。」

　

こ
こ
は
、『
徒
然
草
』
の
「
す
さ
ま
じ
き
も
の
に
し
て
、
見
る
人
も
な
き
月
の
、
さ
む
け
く

澄
め
る
二
十
日
あ
ま
り
の
空
こ
そ
、
心
ぼ
そ
き
物
な
れ
」
の
注
釈
で
あ
る
。『
句
解
』
は
、
こ

れ
に
続
け
て
『
源
氏
物
語
』
の
朝
顔
巻
も
引
い
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
触
れ
る

が
、『
枕
草
子
』
の
こ
と
は
、『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。
た
だ
し
、『
枕

草
子
』
の
本
文
で
、
こ
の
よ
う
な
記
述
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
見
あ
た
ら
ず
、『
寿
命
院
抄
』

が
挙
げ
る
『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
経
由
で
あ
ろ
う
。

【
第
十
九
段
④
】　
「
愚
按
ず
る
に
、
枕
草
子
、
木
ハ
と
云
條
の
、
ゆ
づ
り
は
の
下
に
、
し
ハ
す

の
晦
日
に
し
も
、
時
め
き
て
、
な
き
人
の
く
ゐ
物
に
も
し
く
に
や
と
、
あ
は
れ
な
る
に
、
と
あ

り
。」

　

こ
こ
は
、『
徒
然
草
』
の
「
な
き
人
の
く
る
夜
と
て
玉
ま
つ
る
わ
ざ
ハ
」
の
注
釈
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
寿
命
院
抄
』
に
も
『
野
槌
』
に
も
指
摘
が
な
く
、『
句
解
』
独
自
の
注
釈
で
あ
る
。

『
諸
抄
大
成
』
は
こ
の
『
句
解
』
の
注
釈
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
を
注
釈
に
挙
げ

て
い
る
の
は
、『
句
解
』
が
『
枕
草
子
』
の
表
現
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
の
証
し
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
が
、『
句
解
』
巻
之
一
（
現
行
の
『
徒
然
草
』
第
三
十
三
段
ま
で
）
に
お
け
る
『
枕
草

子
』
に
基
づ
い
た
注
釈
で
あ
る
。
す
で
に
『
寿
命
院
抄
』
で
注
釈
に
『
枕
草
子
』
が
使
わ
れ
、

そ
れ
が
『
野
槌
』
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、『
句
解
』
で
の
独
自
の
指
摘
も
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
の
独
自
の
指
摘
は
、
徒
然
草
の
表
現
が
『
枕
草
子
』
と
類
似
し
て
い
る
箇
所
で

掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、『
句
解
』
の
新
た
な
指
摘
箇
所
は
、『
諸
抄
大
成
』
に
掲
載
さ
れ
る

場
合
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、『
句
解
』
の
指
摘
が
決
し
て
強
引
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　

以
上
が
、『
句
解
』
の
巻
之
一
に
お
け
る
『
枕
草
子
』
の
引
用
や
言
及
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
寿
命
院
抄
』
は
、
そ
の
冒
頭
部
の
解
説
で
、
徒
然
草
は
『
源
氏
物
語
』
や

『
枕
草
子
』
の
表
現
を
使
っ
て
書
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
各
段
の
注
釈
に
お
い
て
も
、

『
枕
草
子
』
と
関
連
性
が
あ
り
そ
う
な
箇
所
を
広
範
に
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
『
寿
命
院
抄
』

で
は
第
二
十
四
段
を
、「
此
、
枕
草
子
ノ
筆
パ
ウ
ニ
テ
書
タ
ル
ヤ
ウ
也
」
と
評
し
て
い
る
。
た

だ
し
、『
枕
草
子
』
の
引
用
に
関
し
て
敏
感
な
『
句
解
』
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な

い
の
は
、
不
審
で
あ
る
。
先
に
は
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
徒
然
草
の
本
文
で
は
、
第
一
段
で
早
く

も
、「
人
に
は
、
木
の
端
の
や
う
に
思
は
る
る
よ
と
、
清
少
納
言
が
書
け
る
も
」
と
い
う
表
現

が
あ
り
、『
枕
草
子
』
と
徒
然
草
の
つ
な
が
り
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。『
寿
命
院
抄
』
と
『
野

槌
』
は
、
こ
の
表
現
の
出
展
で
あ
る
『
枕
草
子
』
か
ら
、
該
当
す
る
箇
所
を
引
用
し
て
い
る

が
、『
句
解
』
は
そ
れ
に
触
れ
ず
、
清
少
納
言
の
経
歴
の
み
、『
野
槌
』
か
ら
と
思
う
が
、
引
用

す
る
。三　

『
源
氏
物
語
』
に
よ
る
『
句
解
』
の
注
釈

　

前
節
で
、『
句
解
』
に
お
け
る
『
枕
草
子
』
の
引
用
・
言
及
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
本
節

で
は
、『
句
解
』
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
引
用
・
言
及
箇
所
を
挙
げ
て
み
た
い
。

【
第
一
段
①
】　
「
源
氏
・
桐
壺
に
、
や
ん
事
な
き
き
は
に
ハ
あ
ら
ぬ
が
。『
花
鳥
』
に
、
や
ん
事

な
き
と
は
、
極
て
上
臈
の
品
を
云
、
と
あ
り
。
無
止
と
、
か
け
り
。」
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こ
こ
は
、「
や
ん
ご
と
な
き
」
の
語
釈
で
、『
花
鳥
余
情
』
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
桐
壺
巻

の
注
釈
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
様
の
注
釈
が
『
寿
命
院
抄
』
に
書
か
れ
て
い
る

が
、
よ
り
近
い
の
は
『
野
槌
』
で
あ
る
。「
源
氏
・
桐
壺
に
、
や
ん
ご
と
な
き
ゝ
は
に
は
あ
ら

ぬ
が
。『
花
鳥
余
情
』
に
、
や
む
こ
と
な
き
と
は
、
き
は
め
て
上
臈
の
し
な
を
云
。
無
止
と
、

書
け
り
」
と
あ
る
。『
句
解
』
が
引
い
て
い
る
用
例
が
、『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
の
両
方
に

出
て
い
る
場
合
に
、
両
書
と
も
に
参
看
し
つ
つ
も
、『
野
槌
』
に
拠
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。

【
第
一
段
②
】　
「
源
氏
に
、
ま
う
の
詞
、
多
し
。」

　

こ
れ
は
、
傍
若
無
人
な
言
動
を
す
る
法
師
に
対
し
て
、
兼
好
が
「
勢
ひ
猛
に
、
の
の
し
り
た

る
に
つ
け
て
、
い
み
じ
と
ハ
み
え
ず
」
と
評
し
て
い
る
部
分
に
付
け
た
注
釈
で
、「
猛た

ま
う」

と
い

う
言
葉
が
『
源
氏
物
語
』
に
よ
く
出
て
く
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。『
源
氏
物

語
』
全
編
に
よ
く
通
じ
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
注
の
付
け
方
で
あ
る
。『
寿
命
院
抄
』
に
は

こ
の
指
摘
は
な
い
。
た
だ
し
、
第
十
九
段
の
と
こ
ろ
で
、「
を
さ
を
さ
」
に
つ
い
て
は
、「
源
氏

ニ
多
キ
詞
也
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
同
じ
箇
所
の
注
釈
が
『
野
槌
』
で
も
、「
源
氏
物
語
に
、

多
き
詞
な
り
。
頗
る
と
い
ふ
心
也
」
と
い
う
注
釈
が
付
い
て
い
る
。『
句
解
』
は
あ
る
い
は
、

先
行
す
る
こ
れ
ら
の
注
釈
書
の
書
き
方
に
倣
っ
た
の
か
。

【
第
一
段
③
】　
「
品
と
ハ
、
人
の
分
限
也
。
源
氏
・
は
ゝ
木
々
に
、
品
と
形
と
心
と
を
論
じ
て
、

心
を
本
と
し
た
る
面
影
を
う
つ
し
」

　

こ
れ
は
、『
徒
然
草
』
の
第
一
段
の
「
品
・
形
こ
そ
、
生
つ
き
た
ら
め
、
心
は
な
ど
か
、
か

し
こ
き
よ
り
か
し
こ
き
に
も
、
う
つ
さ
バ
う
つ
ら
ざ
ら
ん
」
の
部
分
の
注
釈
で
、
帚
木
巻
の

「
雨
夜
の
品
定
め
」
を
想
起
し
て
い
る
。『
句
解
』
以
前
の
注
釈
で
は
、『
寿
命
院
抄
』
が
、
こ

の
部
分
の
注
釈
で
「
品
カ
タ
チ
コ
ソ
生
レ
ツ
キ
タ
ラ
メ
」
と
い
う
箇
所
を
切
り
出
し
て
、「
シ

ナ
カ
タ
チ
ト
心
ヲ
評
論
シ
タ
ル
結
句
也
。
所
詮
、
心
ニ
帰
ス
ル
義
也
。
源
氏
・
ハ
ヽ
キ
木
ニ
、

イ
マ
ハ
タ
ヾ
品
ニ
モ
ヨ
ラ
ジ
、
カ
タ
チ
ヲ
バ
サ
ラ
ニ
モ
イ
ハ
ジ
、
イ
ト
ク
チ
ヲ
シ
ク
ネ
ヂ
ケ
ガ

マ
シ
キ
ヲ
ポ
ヱ
ダ
ニ
ナ
ク
バ
、
物
マ
メ
ヤ
カ
ニ
シ
ヅ
カ
ナ
ル
心
ノ
ヲ
モ
ム
キ
ナ
ラ
ン
ヨ
ル
ペ
ヲ

ゾ
、
ツ
ヰ
ノ
タ
ノ
ミ
所
ニ
ハ
、
ヲ
モ
ヒ
ヲ
ク
ベ
カ
リ
ケ
リ
、
ト
ア
リ
」
と
、『
源
氏
物
語
』
の

原
文
を
長
く
引
用
し
て
い
る
。

　

こ
の
部
分
を
『
野
槌
』
で
は
、『
寿
命
院
抄
』
と
同
じ
帚
木
巻
の
原
文
を
引
用
し
た
後
に
、

「
し
な
と
か
た
ち
と
心
と
を
論
じ
て
心
を
本
と
す
」
と
ま
と
め
て
お
り
、『
句
解
』
は
こ
の
表
現

を
取
り
入
れ
て
注
釈
を
付
け
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
野
槌
』
と
の
類
似
性
が
、『
句

解
』
を
儒
教
の
立
場
か
ら
の
注
釈
書
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
こ
と
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

【
第
五
段
】　
「
愚
按
ず
る
に
、
此
段
、
橋
姫
の
巻
、
引
き
合
せ
見
る
べ
し
。
お
そ
ら
く
ハ
、
兼

好
も
こ
れ
に
根
ざ
し
て
、
そ
の
面
影
を
う
つ
し
た
り
、
と
見
え
た
り
。
橋
姫
に
い
ハ
く
、
宮
、

世
の
中
を
か
り
そ
め
の
ご
と
く
お
も
ひ
と
り
、
い
と
は
し
き
心
の
付
き
初
む
る
も
、
身
に
愁
ひ

あ
る
時
、
な
べ
て
の
世
も
う
ら
め
し
う
思
ひ
し
る
物
有
り
て
、
道
心
も
お
こ
る
わ
ざ
な
め
る

を
、
と
し
わ
か
く
世
中
思
ふ
に
か
な
ひ
、
何
事
も
あ
か
ぬ
事
ハ
あ
ら
じ
と
覚
ゆ
る
身
の
程
に
、

さ
、
ハ
た
、
後
の
世
を
さ
へ
た
ど
り
知
給
ふ
ら
ん
が
有
難
き
。」

　
『
徒
然
草
』
第
五
段
は
、
ま
ま
な
ら
ぬ
世
に
出
家
も
せ
ず
に
静
か
に
暮
ら
す
こ
と
を
、
む
し

ろ
よ
し
と
す
る
兼
好
の
考
え
が
よ
く
表
れ
て
い
る
段
で
あ
る
。
こ
の
段
に
対
す
る
諸
注
は
、

『
句
解
』
以
前
の
も
の
で
は
、
橋
姫
巻
を
挙
げ
る
も
の
は
な
く
、
ま
た
、『
句
解
』
独
自
の
注
釈

を
よ
く
拾
い
上
げ
て
い
る
『
諸
抄
大
成
』
に
も
、
こ
の
箇
所
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
な
の

に
『
句
解
』
は
、
お
そ
ら
く
兼
好
も
こ
の
橋
姫
巻
の
八
の
宮
を
心
に
思
い
浮
か
べ
て
こ
の
よ
う

に
書
い
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
他
の
注
釈
書
が
、
徒
然
草
に
直
接
書
か
れ
て
い
る
顕

基
中
納
言
の
故
事
自
体
に
注
釈
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
句
解
』
は
一
歩
踏
み
込
ん
だ
独
自

の
注
釈
態
度
と
言
え
よ
う
。

【
第
九
段
】　
「
帚
木
に
、
た
ま
さ
か
成
る
人
共
思
た
ら
ず
、
と
有
り
。」

　

こ
れ
は
、『
徒
然
草
』
で
、
女
性
が
自
分
の
身
を
顧
み
な
い
あ
り
さ
ま
を
述
べ
て
い
る
部
分

に
出
て
く
る
「
思
ひ
た
ら
ず
」
の
注
釈
で
あ
る
。『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』
を
始
め
と
し
て
『
源

氏
物
語
』
の
指
摘
は
な
い
が
、『
諸
抄
大
成
』
で
は
、『
句
解
』
の
こ
の
箇
所
を
引
い
て
い
る
。

『
枕
草
子
』
に
よ
る
注
釈
に
も
見
ら
れ
た
が
、『
句
解
』
は
、
ご
く
小
さ
な
徒
然
草
の
表
現
に
対

し
て
も
、『
枕
草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』
の
用
例
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
概
し
て
、
他
の

注
釈
書
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。『
句
解
』
の
著
者
で
あ
る
高
階
楊
順
が
、
い
か
に
細
か
な

表
現
に
い
た
る
ま
で
、
王
朝
文
学
と
照
応
さ
せ
な
が
ら
、
注
意
深
く
『
徒
然
草
』
を
読
み
込
ん

で
い
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
う
。

【
第
十
段
①
】　
「
愚
按
ず
る
に
、
藤
の
う
ら
葉
に
、
さ
す
が
に
、
つ
き
づ
き
し
か
ら
ん
を
お
ぼ

す
に
、
と
あ
り
。」

　

こ
こ
は
、『
徒
然
草
』
の
第
十
段
の
冒
頭
「
家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
」
の
注
釈
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
小
さ
な
表
現
に
関
わ
る
箇
所
で
、
そ
の
類
例
と
し
て
『
源
氏
物
語
』
を
持
ち
出
す
こ

と
は
、
他
の
注
釈
書
に
見
え
な
い
が
、『
諸
抄
大
成
』
で
は
、
こ
の
部
分
の
『
句
解
』
の
注
釈

を
挙
げ
て
い
る
。
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【
第
十
段
②
】　
「
す
い
が
い
の
。
す
き
が
き
也
。
透
垣
と
書
。
す
き
間
を
あ
ら
せ
る
垣
也
。
愚

按
ず
る
に
、
末
摘
花
に
、
す
い
が
い
の
、
た
ゞ
少
し
、
折
れ
た
る
隠
れ
の
か
た
に
立
よ
り
給
ふ

に
、
と
有
り
。」

　

こ
こ
は
、「
透
垣
」
の
語
釈
と
と
も
に
、『
源
氏
物
語
』
末
摘
花
巻
の
場
面
を
引
用
す
る
。
こ

の
よ
う
な
注
釈
は
、『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』
に
も
な
く
、『
句
解
』
の
独
自
性
が
出
て
い
る
。

『
諸
抄
大
成
』
に
は
、
こ
の
『
句
解
』
の
注
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

第
十
段
に
は
こ
の
よ
う
に
、
①
②
の
二
箇
所
で
、
用
例
を
『
源
氏
物
語
』
か
ら
引
い
て
い

る
。

【
第
十
一
段
】　
「
愚
按
ず
る
に
、
榊
巻
に
も
、
押
し
明
が
た
の
月
影
に
、
法
師
ば
ら
の
閼
伽
奉

る
と
て
、
か
ら
か
ら
と
鳴
ら
し
つ
ゝ
、
菊
の
花
・
濃
き
薄
き
紅
葉
な
ど
、
折
散
し
、
と
書
た

り
。」

　

こ
の
部
分
に
関
し
て
、『
句
解
』
以
前
の
注
釈
書
で
は
『
源
氏
物
語
』
賢
木
巻
の
指
摘
は
な

い
が
、『
句
解
』
と
同
年
刊
行
の
『
磐
斎
抄
』
は
、『
句
解
』
よ
り
も
さ
ら
に
少
し
長
く
原
文
を

引
用
し
て
、
次
の
よ
う
な
注
釈
を
付
け
て
い
る
。「
き
く
・
も
み
ぢ
な
ど
折
ち
ら
し
た
る
と
は
。

（
中
略
）
源
氏
物
語
・
さ
か
き
の
巻
に
云
。
法
師
ば
ら
あ
か
奉
る
と
て
。
か
ら
か
ら
と
な
ら
し

つ
ゝ
菊
の
花
こ
き
う
す
き
も
み
ぢ
な
ど
折
ち
ら
し
た
る
も
。
は
か
な
け
れ
ど
。
こ
の
か
た
の
い

と
な
み
は
つ
れ
づ
れ
な
ら
ず
後
世
は
た
た
の
も
し
げ
な
り
云
々
。
是
は
源
の
雲
林
寺
に
ゐ
給
ふ

と
き
の
事
也
」。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
磐
斎
抄
』
が
『
句
解
』
よ
り
も
長
い
範
囲
で
『
源
氏
物
語
』

の
原
文
を
引
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
あ
た
り
が
、
徒
然
草
の
第
十
七
段
に
出
て
く
る

「
山
寺
に
か
き
こ
も
り
て
、
仏
に
つ
か
う
ま
つ
る
こ
そ
、
つ
れ
づ
れ
も
な
く
」
の
部
分
と
も
関

連
す
る
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
磐
斎
抄
』
は
第
十
七
段
の
注
釈
に
こ
の
部

分
を
挙
げ
て
い
な
い
。

　

一
方
、『
句
解
』
は
、
第
十
七
段
で
、「
愚
按
ず
る
に
、
榊
の
巻
に
、
此
世
も
つ
れ
づ
れ
な
ら

ず
、
後
の
世
も
、
は
た
頼
も
し
」
と
い
う
注
釈
を
付
け
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
北
村
季
吟
の

『
文
段
抄
』
で
は
、
第
十
一
段
に
は
賢
木
巻
を
挙
げ
て
い
な
い
が
、
第
十
七
段
で
は
挙
げ
て
い

る
。
以
上
を
整
理
す
る
と
、『
句
解
』
は
賢
木
巻
の
一
連
の
文
章
を
第
十
一
段
と
第
十
七
段
の

そ
れ
ぞ
れ
で
、
該
当
部
分
を
示
し
て
い
る
が
、『
磐
斎
抄
』
と
『
文
段
抄
』
は
、
ど
ち
ら
も
片

方
の
段
に
し
か
挙
げ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
賢
木
巻
の
当
該
箇
所
と
徒
然
草
の
関
連
性
に

つ
い
て
、『
句
解
』
が
最
も
強
く
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
句
解
』
の
注
釈
態
度
と
し

て
、
留
意
し
た
い
段
で
あ
る
。

【
第
十
二
段
】　
「
愚
按
ず
る
に
、
紅
葉
の
賀
に
、
我
も
、
う
ら
な
く
打
語
り
、
な
ぐ
さ
め
聞
て

ん
物
を
、
と
あ
り
。」

　

こ
こ
で
は
、『
徒
然
草
』
の
「
う
ら
な
く
な
ぐ
さ
ま
ん
こ
そ
、
う
れ
し
か
る
べ
き
に
」
の
部

分
の
注
釈
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』
紅
葉
賀
を
引
い
て
い
る
。『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』『
磐
斎

抄
』
に
は
、『
源
氏
物
語
』
へ
の
言
及
は
な
い
。『
諸
抄
大
成
』
に
は
、『
句
解
』
の
こ
の
部
分

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

【
第
十
九
段
①
】　
「
玉
か
づ
ら
に
、
い
つ
し
か
と
け
し
き
だ
つ
霞
に
、
木
の
め
も
打
け
ぶ
り
。」

　

こ
れ
は
、『
徒
然
草
』
の
「
花
も
、
や
う
や
う
け
し
き
だ
つ
ほ
ど
こ
そ
あ
れ
」
の
注
釈
で
あ

る
。『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
ず
、『
磐
斎
抄
』『
文
段
抄
』
に
も
指
摘
は
な

い
。『
諸
抄
大
成
』
で
は
こ
の
『
句
解
』
の
注
釈
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
該
当
箇
所

は
玉
鬘
巻
で
は
な
く
、
初
音
巻
の
有
名
な
冒
頭
文
で
あ
る
。『
句
解
』
の
錯
覚
で
あ
ろ
う
。

【
第
十
九
段
②
】　
「
明
石
に
、
春
秋
の
花
・
紅
葉
の
さ
か
り
な
る
よ
り
ハ
、
そ
こ
ハ
か
と
な
く

茂
れ
る
か
げ
ど
も
な
ま
め
か
し
き
に
、
水
鶏
の
、
う
ち
た
ゝ
き
た
る
ハ
、
た
が
門
さ
し
て
と
、

あ
は
れ
に
お
ぼ
ゆ
。」

【
第
十
九
段
③
】　
「
夕
顔
巻
に
、
彼
白
く
さ
け
る
を
な
ん
夕
顔
と
申
侍
る
。
花
の
名
ハ
人
め
き

て
、
か
う
あ
や
し
き
垣
ね
に
咲
侍
る
と
申
」

　

以
上
の
②
と
③
の
二
箇
所
は
、『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

【
第
十
九
段
④
】　
「
朝
顔
の
巻
に
、
時
々
に
つ
け
て
人
の
心
を
う
つ
す
め
る
花
・
紅
葉
の
さ
か

り
よ
り
も
、
冬
の
夜
の
す
め
る
月
に
雪
の
ひ
か
り
あ
ひ
た
る
空
こ
そ
、
あ
や
し
う
色
な
き
物
の

身
に
し
み
て
、
此
世
の
外
の
事
迄
思
ひ
な
が
さ
れ
、
面
白
さ
も
あ
は
れ
さ
も
、
の
こ
ら
ぬ
折
な

れ
。
す
さ
ま
じ
き
た
め
し
に
い
ひ
を
き
け
ん
人
の
心
浅
さ
よ
、
と
て
、
み
す
ま
き
あ
げ
さ
せ
給

ふ
。」

　

こ
こ
は
、『
徒
然
草
』
の
「
す
さ
ま
じ
き
物
に
し
て
、
見
る
人
も
な
き
、
月
の
さ
む
け
く
す

め
る
、
二
十
日
あ
ま
り
の
空
こ
そ
、
心
ぼ
そ
き
物
な
れ
」
と
い
う
箇
所
の
注
釈
で
あ
る
。『
源

氏
物
語
』
朝
顔
巻
か
ら
、
原
文
を
長
く
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
、『
寿
命
院
抄
』
が
す

で
に
こ
れ
と
同
じ
一
連
の
原
文
を
引
用
し
、
さ
ら
に
「
ア
ゲ
マ
キ
に
、
ヨ
ノ
人
ノ
、
ス
サ
マ
ジ

キ
コ
ト
ニ
イ
フ
ナ
ル
シ
ハ
ス
ノ
月
ヨ
ノ
、
ク
モ
リ
ナ
ク
、
サ
シ
イ
デ
タ
ル
ヲ
」
と
い
う
総
角
巻

も
引
用
し
て
い
る
。『
野
槌
』
は
、『
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
を
総
角
巻
も
含
め
て
踏
襲
し
て
い

る
。
た
だ
し
、『
句
解
』
は
総
角
巻
の
類
似
表
現
に
は
、
触
れ
て
い
な
い
。
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『徒然草句解』の注釈態度　　巻之一を中心に

【
第
十
九
段
⑤
】　
「
是
よ
り
又
、
春
に
立
帰
り
た
る
体
を
云
。
誠
に
、
折
節
の
移
り
か
ハ
る
と

書
出
し
た
る
に
、
よ
く
相
応
せ
り
。
女
も
じ
に
書
る
も
、
男
も
じ
の
文
法
に
こ
と
な
ら
ず
。
是

を
、
常
山
の
蛇
の
首
尾
、
相
救
ふ
、
と
云
ふ
。
又
、
冬
と
秋
と
の
間
に
、
源
氏
・
枕
草
子
の
例

を
引
き
た
る
も
、
ゆ
る
や
か
に
し
て
、
つ
ま
ら
ぬ
筆
法
に
て
侍
る
。」

　

こ
こ
は
『
徒
然
草
』
の
、「
か
く
て
明
行
く
空
の
け
し
き
」
の
注
釈
で
あ
る
。
春
か
ら
始
ま

っ
て
、
大
晦
日
ま
で
を
描
く
筆
法
が
、
首
尾
よ
く
照
応
し
て
す
ば
ら
し
く
、
し
か
も
一
段
の
間

に
『
源
氏
物
語
』
と
『
枕
草
子
』
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
緩
や
か
で
窮
屈
で
な
い
書
き

方
に
な
っ
て
い
る
と
、
こ
の
段
の
文
章
展
開
を
賞
賛
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
部
分
は
、

『
野
槌
』
の
注
釈
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。「
常
山
の
蛇
」
は
『
孫
子
』
を
踏
ま
え

て
い
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
も
『
盤
斎
抄
』
も
、
同
じ
こ
の
『
野
槌
』
の
注
釈
書
を
引
用
し
て

い
る
。
こ
の
『
野
槌
』
の
注
釈
が
、
後
の
注
釈
者
た
ち
に
よ
ほ
ど
共
感
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
あ
る
注
釈
が
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
に
は
、
注
釈
者
に
よ
る
作
品
理
解
の
深
浅
が
大
き
く
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
如
実
に
示
す
箇
所
で
あ
る
と
思
う
。

　

第
十
九
段
は
、
徒
然
草
の
冒
頭
部
分
で
最
も
長
い
充
実
し
た
章
段
で
あ
り
、
近
世
の
注
釈
者

た
ち
は
、
こ
の
段
を
高
く
評
価
す
る
。
そ
の
評
価
の
原
点
に
は
、
こ
の
段
が
、『
枕
草
子
』
や

『
源
氏
物
語
』
や
和
歌
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
注
釈
者
た
ち
が
よ
く
認
識
し
た
か

ら
で
あ
ろ
う（

８
）。

な
お
、『
句
解
』
の
こ
の
注
釈
に
、「
源
氏
・
枕
草
子
の
例
を
引
き
た
る
も
、
ゆ

る
や
か
に
し
て
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
引
い
た
が
、
第
十
九
段
全
体
の
評
価
お
よ
び
、
徒
然

草
の
中
で
の
照
応
に
も
か
か
わ
る
の
で
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
も
う
一
度
、
章
段
間
の
照
応

の
考
察
で
取
り
上
げ
た
い
。

【
第
二
十
四
段
】　
「
源
氏
・
さ
か
木
の
巻
に
、
野
の
宮
の
事
を
書
き
た
り
。
其
詞
に
曰
、
物
は

か
な
げ
成
る
小
柴
が
き
を
、
お
ほ
か
き
に
て
、
い
た
や
ど
も
、
あ
た
り
あ
た
り
に
、
い
と
か
り

そ
め
也
。」

　

こ
こ
は
、『
徒
然
草
』
が
、
斎
王
の
お
住
ま
い
の
あ
り
さ
ま
を
「
や
さ
し
く
面
白
き
事
の
限

り
な
し
」
と
書
い
て
い
る
部
分
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。『
寿
命
院
抄
』
で
は
、
こ
の
前
後
を

含
め
て
、
賢
木
巻
の
原
文
を
、「
秋
ノ
花
ミ
ナ
ヲ
ト
ロ
ヘ
ツ
ヽ
」
か
ら
「
イ
ト
イ
ミ
ジ
ウ
ア
ハ

レ
ニ
心
ク
ル
シ
」
ま
で
、
か
な
り
長
く
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、『
野
槌
』
は
、『
句
解
』
と
同

じ
部
分
か
ら
始
ま
る
が
、
引
用
の
終
わ
り
は
『
寿
命
院
抄
』
と
同
じ
所
ま
で
書
い
て
い
る
。
野

宮
の
風
情
を
示
す
た
め
に
は
、『
寿
命
院
抄
』
の
よ
う
に
長
く
切
り
出
す
の
が
望
ま
し
い
が
、

『
句
解
』
は
、
あ
ま
り
に
長
大
な
引
用
と
判
断
し
て
、
最
小
限
に
と
ど
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
『
寿
命
院
抄
』
で
引
用
し
て
い
る
範
囲
は
、
野
宮
を
訪
れ
る
光
源
氏
の
視
点
の
移
動
に
つ
れ

て
、
情
景
が
目
の
前
に
広
が
っ
て
ゆ
く
名
文
で
あ
る
が
、
徒
然
草
の
こ
の
段
で
は
、
あ
く
ま
で

も
、
斎
宮
の
住
ま
い
を
静
止
画
面
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
『
句

解
』
が
理
解
し
た
う
え
で
の
引
用
態
度
を
示
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。

【
第
三
十
段
①
】　
「
愚
按
ず
る
に
、
葵
の
巻
に
、
あ
な
か
し
こ
、
あ
だ
に
と
い
へ
ば
、
と
あ

り
。」

　

こ
こ
で
は
、『
徒
然
草
』
の
「
あ
な
か
し
こ
」
と
い
う
言
葉
の
注
釈
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』

の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
に
も
何
度
か
見
ら
れ
た
、『
句
解
』
に
お
け
る
短
い
表
現

の
挙
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
注
釈
は
、『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』
な
ど
で
は
指
摘
し
な

い
こ
と
が
多
く
、
こ
こ
で
も
や
は
り
『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』
は
、
と
も
に
『
下
学
集
』
の
解

説
を
引
用
す
る
に
と
ど
ま
り
、『
源
氏
物
語
』
に
は
触
れ
な
い
。『
句
解
』
は
、『
下
学
集
』
を

最
初
に
挙
げ
た
う
え
で
、
そ
れ
に
続
け
て
、
葵
巻
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。『
諸
抄
大
成
』
に

は
『
句
解
』
の
注
釈
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

【
第
三
十
段
②
】　
「
玉
か
づ
ら
に
、
年
月
へ
だ
ゝ
り
ぬ
れ
ど
、
あ
か
ざ
り
し
夕
顔
の
露
わ
す
れ

給
ハ
ず
。」

　

こ
こ
は
、『
徒
然
草
』
の
、「
年
月
へ
て
も
、
露
わ
す
る
ゝ
に
は
あ
ら
ね
ど
」
の
注
釈
で
あ

る
。

【
第
三
十
段
③
】　
「
桐
壺
に
、
む
な
し
き
御
か
ら
を
、
と
あ
り
。」

　

こ
こ
は
、『
徒
然
草
』
の
「
か
ら
ハ
」
と
い
う
言
葉
の
注
釈
で
あ
る
。
以
上
の
②
と
③
の
二

箇
所
は
小
さ
な
用
例
指
摘
で
あ
る
が
、
こ
の
②
と
③
の
用
例
は
ど
ち
ら
も
、『
寿
命
院
抄
』『
野

槌
』
で
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ
こ
で
、『
句
解
』
巻
之
一
に
お
け
る
『
枕
草
子
』

と
『
源
氏
物
語
』
の
引
用
や
言
及
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
お
こ
う
。
他
の
注
釈
書
の
場
合
も
そ

う
な
の
だ
が
、『
句
解
』
に
お
い
て
も
、
注
釈
の
付
け
方
は
、
大
別
す
る
と
二
つ
の
ス
タ
イ
ル

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
徒
然
草
の
原
文
を
短
く
切
り
出
し
て
語
釈
の
よ
う
に
付
け
る
注
釈
と
、

徒
然
草
の
文
章
の
特
徴
や
、
章
段
の
展
開
と
か
ら
め
て
、
文
脈
を
大
き
く
捉
え
て
付
け
る
注
釈

の
二
つ
で
あ
る
。

　

後
者
に
つ
い
て
は
次
節
で
考
察
す
る
が
、
こ
こ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
『
枕
草
子
』
や
『
源
氏

物
語
』
に
よ
る
注
釈
は
、
表
現
の
類
似
性
に
着
目
す
る
語
釈
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
際

に
、
す
で
に
『
寿
命
院
抄
』
や
『
野
槌
』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た

箇
所
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
、
先
行
注
釈
書
で
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
箇
所
も
多
か
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っ
た
。『
句
解
』
が
指
摘
し
て
い
た
箇
所
は
、『
寿
命
院
抄
』
や
『
野
槌
』
で
は
見
過
ご
さ
れ
て

い
た
箇
所
を
『
句
解
』
が
新
た
に
発
見
し
た
の
だ
と
考
え
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
寿
命
院
抄
』

で
指
摘
し
て
い
る
ご
く
短
い
表
現
の
用
例
と
、『
句
解
』
が
指
摘
し
た
ご
く
短
い
表
現
の
用
例

に
は
、
特
に
区
別
す
べ
き
軽
重
の
差
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

四　
『
句
解
』
に
お
け
る
、
連
続
す
る
章
段
間
の
照
応
の
指
摘

　

次
に
、『
句
解
』
の
注
釈
に
お
け
る
章
段
間
の
照
応
の
指
摘
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
な

が
ら
考
察
し
た
い
。

【
序
段
】　
「
又
按
ず
る
に
、
下
の
下
戸
な
ら
ぬ
と
い
ふ
迄
を
序
文
と
し
、
い
に
し
へ
の
聖
の
御

代
と
云
を
本
段
の
初
と
し
て
、
下
心
ハ
、
源
氏
・
品
さ
だ
め
の
例
に
な
ぞ
ら
へ
、
序
に
人
品
を

論
じ
て
、
帝
王
の
事
を
初
に
い
ひ
た
れ
バ
、
又
、
本
段
の
初
に
も
聖
代
の
事
よ
り
書
出
し
、
末

々
の
事
も
処
々
引
き
合
せ
見
る
一
説
有
り
。
是
も
又
、
捨
て
が
た
き
義
也
。」

　

こ
こ
は
、
現
行
の
序
段
末
尾
に
書
か
れ
て
い
る
注
釈
で
、『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
の
、
い
わ

ゆ
る
「
雨
夜
の
品
定
め
」
を
持
ち
出
し
て
い
る
の
で
、
前
節
に
挙
げ
た
『
源
氏
物
語
』
に
よ
る

注
釈
の
項
に
入
れ
て
も
よ
い
の
だ
が
、
徒
然
草
の
原
文
に
お
け
る
連
続
す
る
二
つ
の
章
段
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に
挙
げ
た
。『
句
解
』
も
第
一
段
で
、「
源

氏
・
は
ゝ
木
々
に
、
品
と
形
と
心
と
を
論
じ
て
、
心
を
本
と
し
た
る
面
影
を
う
つ
し
」、
と
書

い
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
紹
介
し
た
。

　

短
い
語
句
の
出
典
を
指
摘
す
る
注
釈
で
は
な
く
て
、
現
行
の
序
段
・
第
一
段
を
ひ
と
ま
と
め

に
し
て
把
握
し
た
う
え
で
、
第
二
段
と
の
照
応
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
語
釈

の
範
囲
を
超
え
て
、
大
き
な
視
野
で
徒
然
草
の
文
章
展
開
と
段
落
構
成
を
捉
え
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
章
段
の
つ
な
が
り
方
に
注
意
を
払
う
の
が
『
句
解
』
の
読
み
方
で
あ
り
、
そ
れ
が
早
く

も
序
段
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
部
分
の
『
句
解
』
の
注
釈
は
、

『
諸
抄
大
成
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
『
句
解
』
で
は
多
く
の
場
合
、
各
段
の
末
尾
に
章
段
間
の
照
応
に
触
れ
る
コ
メ
ン
ト
を
書
き

記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
句
解
』
の
注
釈
態
度
の
大
き
な
特
徴
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
た
と
え
ば
、
第
二
段
で
は
、「
上
に
、
御
門
の
御
位
は
い
と
も
か
し
こ
し
と
ば
か
り
書
き

捨
て
て
、
今
此
段
に
と
り
わ
き
て
、
ね
ん
ご
ろ
に
天
下
を
治
め
給
ふ
大
事
を
書
き
出
せ
る
詞
、

簡
に
し
て
心
切
な
り
」
と
論
じ
て
、
第
一
段
と
第
二
段
と
の
つ
な
が
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
第

六
段
で
も
、「
上
両
段
に
、
人
間
の
落
ち
着
き
は
、
と
か
く
出
家
遁
世
と
云
ひ
す
ま
し
、
又
此

段
に
て
は
世
間
の
上
に
立
ち
返
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
第
四
段
か
ら
第
六
段
ま
で
を
連
続
的
に

捉
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
読
み
方
が
、
特
に
顕
著
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
第
十
五
段
「
い
づ

く
に
も
あ
れ
、
暫
し
旅
立
ち
た
る
こ
そ
」
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
の
で
、
順
次
詳
し
く
見
て
ゆ
き

た
い
。

【
第
十
五
段
】　
「
此
段
ハ
、
十
三
段
（
現
行
の
第
十
二
段
）
の
、
世
に
心
友
の
な
き
事
を
歎
じ

た
る
よ
り
、
上
の
両
段
に
、
詩
文
・
歌
道
の
事
を
い
ひ
、
扨
此
段
、
次
の
両
段
ま
で
、
人
、
風

流
・
洒
落
に
心
を
う
つ
し
、
あ
な
が
ち
人
に
対
せ
ず
共
、
独
り
楽
し
む
べ
き
さ
ま
を
書
た
り
。

十
四
段
（
現
行
の
第
十
三
段
）
よ
り
下
の
十
八
段
（
現
行
の
第
十
七
段
）
ま
で
の
心
ハ
、
皆
、

十
三
段
の
心
を
張
本
と
し
て
、
書
つ
ゞ
け
た
る
也
。」

　

こ
れ
は
、
第
十
五
段
（
い
づ
く
に
も
あ
れ
、
暫
し
旅
立
ち
た
る
こ
そ
）
の
末
尾
に
書
か
れ
て

い
る
注
釈
で
あ
る
。
現
行
の
第
十
二
段
か
ら
第
十
七
段
ま
で
が
、
相
互
に
関
連
す
る
内
容
を
持

つ
こ
と
を
読
み
取
り
、
前
後
の
章
段
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。『
句

解
』
独
自
の
大
局
的
な
読
み
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
諸
抄
大
成
』
に
こ
の
部
分
が
載
せ
ら
れ

て
い
な
い
の
は
、『
句
解
』
の
説
が
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ

ほ
ど
詳
細
に
、
章
段
の
展
開
を
把
握
し
て
解
説
し
て
い
る
の
は
、『
句
解
』
の
注
釈
態
度
の
特

徴
と
し
て
留
意
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

【
第
十
八
段
】　
「
上
の
段
に
は
、
世
を
は
か
な
み
、
後
世
を
ね
が
ふ
こ
と
を
云
ひ
、
此
段
に
は
、

そ
れ
を
う
ち
返
し
て
、
世
に
ま
じ
は
る
に
つ
け
て
も
如か

く
の
ご
と
く此

有
べ
き
こ
と
と
い
ふ
心
な
り
。
さ

て
、
発
端
よ
り
い
み
じ
か
る
べ
き
と
云
ま
で
、
世
に
有
て
身
を
修
む
る
干
要
（
＝
肝
要
）、
よ

く
云
ひ
お
ほ
せ
た
り
。
儒
門
の
理
に
も
違
ふ
べ
か
ら
ず
。
次
に
、
許
由
・
孫
晨
を
上
の
詞
の
証

例
に
引
き
、
末
に
は
異
朝
上
代
の
す
ぐ
れ
た
る
事
を
ほ
め
、
本
朝
当
世
の
風
俗
衰
薄
せ
る
こ
と

を
歎
息
し
た
る
な
り
。」

　

こ
こ
も
、
第
十
八
段
の
主
旨
を
述
べ
る
に
あ
た
り
、
第
十
七
段
を
引
き
合
い
に
出
し
て
論
じ

て
い
る
と
こ
ろ
に
、『
句
解
』
の
独
自
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

【
第
十
九
段
】　
「
け
し
き
た
つ
と
い
ひ
、
散
過
ぬ
と
い
ひ
て
、
花
の
盛
を
い
は
ず
し
て
、
そ
れ

と
し
ら
せ
た
る
、
奇
妙
の
文
法
也
。
下
巻
の
発
端
の
句
の
こ
こ
ろ
、
引
合
、
見
る
べ
し
。」

　

こ
こ
は
、「
花
も
、
や
う
や
う
け
し
き
だ
つ
ほ
ど
こ
そ
あ
れ
、
折
し
も
、
雨
・
風
う
ち
つ
づ

き
て
、
心
あ
は
た
た
だ
し
く
散
過
ぎ
ぬ
」
と
い
う
部
分
の
書
き
方
を
捉
え
て
、
第
百
三
十
七
段

の
冒
頭
部
「
花
は
盛
り
に
」
と
遠
く
響
き
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
奇
妙
の
文
法
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
、
第
十
九
段
の
こ
の
あ
た
り
の
書
き
方
を
賞
賛
し
て
い
る
。『
句
解
』
の
特

徴
で
あ
る
章
段
照
応
の
指
摘
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
、
大
き
な
眺
望
で
あ
る
と
言
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『徒然草句解』の注釈態度　　巻之一を中心に

え
よ
う
。

　

ち
な
み
に
、『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
に
は
、
第
十
九
段
と
第
百
三
十
七
段
と
の
照
応
は

書
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
第
十
九
段
の
「
大
意
」
に
は
こ
の
段
の
す

ば
ら
し
さ
を
、『
源
氏
物
語
』
の
よ
う
な
作
品
さ
え
書
け
る
ほ
ど
の
筆
の
勢
い
で
あ
り
、「
奇
妙

と
も
、
中
々
に
こ
そ
侍
れ
」
と
あ
る
こ
と
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
ま
た
、『
句
解
』
よ
り
以
後

の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
北
村
季
吟
の
『
文
段
抄
』
で
も
、「
花
も
や
う
や
う
け
し
き
だ
つ
と
ハ
、

咲
く
べ
き
け
し
き
に
色
め
き
立
つ
心
也
。
こ
こ
に
花
の
盛
り
を
書
か
ざ
る
事
は
、
兼
好
の
例
の

筆
法
也
」
と
あ
る
の
は
、『
句
解
』
と
同
様
の
捉
え
方
で
あ
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』『
文
段
抄
』

と
い
う
松
永
貞
徳
・
北
村
季
吟
師
弟
の
こ
と
を
思
う
と
、
あ
る
い
は
、『
句
解
』
の
著
者
で
あ

る
高
階
楊
順
も
貞
門
の
人
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
一
箇
所
か
ら
は
特
定
で
き
な
い

に
し
て
も
、
貞
門
に
通
じ
る
文
学
観
が
感
じ
ら
れ
る
。『
磐
斎
抄
』
は
、
第
十
九
段
を
直
前
の

第
十
八
段
と
照
応
さ
せ
て
、「
四
季
転
変
の
あ
り
さ
ま
が
、
賢
人
の
た
め
の
楽
し
み
と
な
る
よ

し
也
」
と
、
解
説
す
る
。

　

注
釈
者
た
ち
は
作
品
自
体
に
導
か
れ
て
、
新
た
な
、
そ
し
て
よ
り
深
い
読
み
を
実
現
で
き

る
。
む
し
ろ
そ
の
作
品
自
体
が
、
そ
れ
を
欲
し
て
、
待
ち
受
け
て
い
た
の
だ
と
い
っ
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
文
学
の
力
を
、『
句
解
』
が
感
じ
取
っ
て
い
る
と
思
う
。

【
第
二
十
四
段
】　
「
此
段
ハ
、
上
の
段
に
、
禁
裏
の
事
を
い
へ
る
に
う
け
て
、
斎
王
の
野
の
宮

に
お
は
し
ま
す
事
に
う
つ
り
、
そ
れ
よ
り
す
べ
て
、
神
社
の
事
を
お
か
し
く
、
書
つ
ら
ね
、
さ

て
又
、
次
段
に
、
仏
閣
の
体
を
述
、
末
ハ
皆
無
常
に
観
じ
侍
る
。」

　

こ
こ
は
第
二
十
四
段
の
注
釈
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
第
二
十
二
段
・
第
二
十
三
段
で
、
宮

中
の
言
葉
遣
い
や
建
物
・
部
屋
な
ど
の
名
前
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
を
受
け
て
、
第
二
十

四
段
は
野
宮
や
神
社
の
こ
と
を
書
き
連
ね
、
次
の
第
二
十
五
段
で
は
寺
院
の
荒
廃
か
ら
無
常
の

認
識
に
至
る
と
い
う
、
徒
然
草
の
文
章
展
開
を
大
き
く
捉
え
て
い
る
。

【
第
二
十
五
段
】　
「
此
段
ハ
、
上
の
段
に
神
社
の
事
を
い
へ
る
に
付
て
、
又
、
仏
閣
の
さ
た
に

う
つ
り
、
何
事
も
世
の
無
常
な
る
事
を
、
人
に
い
ま
し
め
侍
り
。」

　

こ
こ
は
、
前
段
の
末
尾
と
同
様
、
前
後
の
つ
な
が
り
を
書
い
て
お
り
、
表
現
自
体
は
、
や
や

類
似
し
た
書
き
方
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
逐
次
、
章
段
間
の
照
応
に
注
意
を
喚
起
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
、『
句
解
』
の
読
み
方
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

【
第
二
十
六
段
】　
「
又
按
ず
る
に
、
上
の
段
に
は
、
当
世
と
後
世
と
の
う
つ
り
か
ハ
る
事
を
い

ひ
、
此
段
に
ハ
、
当
世
の
う
ち
に
し
て
、
人
の
心
の
あ
す
か
川
成
体
を
述
た
り
。
猶
又
、『
古

今
』
ノ
恋
の
う
た
に
『
心
こ
そ
う
た
て
に
く
け
れ
染
ざ
ら
バ
う
つ
ろ
ふ
事
も
お
し
か
ら
ま
し

や
』
と
よ
め
る
心
、
よ
く
考
へ
合
見
る
べ
し
。
又
按
ず
る
に
、
此
段
、
初
に
は
生
別
の
体
を

述
、
中
間
に
、
上
を
証
す
べ
き
故
事
を
引
、
又
、
終
に
生
別
を
よ
め
る
う
た
を
書
の
せ
ら
れ
た

る
、
よ
く
古
文
の
格
に
似
侍
る
。
先
ハ
、『
大
学
』
の
伝
文
を
見
る
に
、
経
を
釈
し
て
詞
つ
き
、

理
あ
ま
れ
る
時
に
は
国
書
を
引
、
詩
を
引
。
誠
に
、『
離
騒
』
を
学
び
て
『
離
騒
』
な
ら
ざ
る

類
成
べ
し
。」

　

こ
こ
は
、『
句
解
』
の
注
釈
の
独
自
性
が
、
よ
く
表
れ
て
い
る
。『
徒
然
草
』
第
二
十
六
段
の

末
尾
の
注
釈
で
あ
る
。
第
二
十
五
段
が
、
現
在
と
過
去
の
推
移
を
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

こ
こ
で
は
、
現
在
の
中
で
の
人
間
の
心
の
推
移
を
書
い
て
い
る
と
し
て
、
前
後
の
章
段
の
照
応

を
明
ら
か
に
す
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
章
段
内
部
で
の
細
か
い
展
開
に
も
注
意
を
払
っ
て
、
最

初
に
恋
心
の
変
化
・
消
滅
を
述
べ
、
次
に
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
な
墨
子
・
楊
朱
の
故
事

を
挙
げ
、
さ
ら
に
最
後
で
再
び
「
此
の
世
の
外
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
恋
の
思
い
出
を
詠
ん
だ

歌
を
書
い
て
い
る
と
い
う
、
徒
然
草
の
文
章
構
成
と
そ
の
展
開
を
実
に
詳
細
に
分
析
し
、
さ
ら

に
中
国
の
文
学
論
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

こ
の
最
後
の
部
分
を
読
む
と
、
こ
の
注
釈
は
、
林
羅
山
の
『
野
槌
』
の
引
用
か
と
見
紛
う

が
、
そ
う
で
は
な
い
。『
野
槌
』
に
は
、
今
引
用
し
た
よ
う
な
注
釈
は
付
い
て
い
な
い
。『
句

解
』
以
前
の
注
釈
書
に
も
、
同
時
代
の
『
盤
斎
抄
』
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
、
こ
こ
は
、『
句

解
』
独
自
の
考
察
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
句
解
』
と
『
野
槌
』
の
注
釈
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
強
い
も
の
が

あ
り
、『
句
解
』
は
『
野
槌
』
の
漢
籍
に
関
す
る
注
釈
を
か
な
り
取
り
入
れ
て
い
る
。『
野
槌
』

の
注
釈
に
出
て
く
る
資
料
名
で
『
居
家
必
用
』
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
考
察
範
囲
に
は
出
て
こ

な
か
っ
た
が
、『
句
解
』
巻
之
二
に
は
『
居
家
必
用
』
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。『
居
家
必
用
』
は

中
国
の
元
の
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
日
用
百
科
と
も
称
す
べ
き
本
で
、
こ
の
本
の
我
が
国
へ
の

流
入
に
つ
い
て
は
明
確
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
近
世
初
期
に
野
間
静
軒
を
中
心
と
す

る
知
識
人
グ
ル
ー
プ
の
間
で
、
読
ま
れ
始
め
た
と
い
う（

９
）。

【
第
二
十
八
段
】　
「
上
の
段
に
ハ
、
天
子
の
御
位
に
つ
き
給
ふ
事
を
い
ひ
、
此
段
に
は
、
か
く

れ
給
ふ
事
を
い
ふ
。
物
盛
に
し
て
ハ
衰
の
心
に
て
、
人
の
始
終
を
か
ゞ
み
せ
し
め
ん
た
め
成
べ

し
。」

　

こ
こ
で
も
、
前
段
と
当
段
と
の
照
応
に
触
れ
、「
始
め
終
わ
り
」
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
直
接
書
い
て
い
な
い
が
、
徒
然
草
下
巻
の
冒
頭
で
あ
る
第
百
三
十
七
段
に
、「
万
の
事
も
、

始
め
終
は
り
こ
そ
、
を
か
し
け
れ
」
と
あ
る
こ
と
と
、
響
き
合
わ
せ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
句
解
』
ら
し
い
自
在
な
読
み
方
で
あ
る
。
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島　内　裕　子

【
第
三
十
一
段
】　
「
愚
按
ず
る
に
、
此
段
、
上
の
段
に
無な
き

跡あ
と

の
こ
と
を
云
に
付
て
、
兼
好
が
身

の
上
に
当
り
た
る
事
を
、
次
の
段
と
両
段
に
書
た
り
。
誠
に
、
か
り
そ
め
の
上
に
て
も
よ
き
一

言
ハ
、
耳
に
当
り
て
、
死
後
に
も
忘
ら
れ
ぬ
物
也
と
、
人
の
心
得
に
か
ゝ
れ
た
る
と
見
え
た

り
。
又
、
兼
好
が
こ
の
め
る
、
例
の
風
流
・
洒
落
成
べ
し
。」

　

こ
の
段
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
、『
句
解
』
独
自
の
注
釈
で
あ
る
。『
諸
抄
大
成
』
に
も
引

か
れ
て
い
る
が
、「
又
、
兼
好
が
こ
の
め
る
、
例
の
風
流
・
洒
落
成
べ
し
」
の
部
分
は
カ
ッ
ト

さ
れ
て
い
る
。

【
第
三
十
二
段
】　
「
上
の
段
は
、
無
き
人
の
嘉
言
を
い
ひ
、
此
段
ハ
、
無
き
人
の
善
行
を
思
ひ

出
し
書
り
。
誠
に
、
言
行
は
車
輪
の
両
輪
に
て
、
嘉
言
あ
る
者
ハ
善
行
あ
る
べ
き
こ
と
は
り

也
。
こ
れ
を
よ
む
も
の
、
只
、
言
葉
を
の
み
た
く
み
に
し
て
そ
の
行
跡
の
み
に
く
き
を
、
尤
も

つ
ゝ
し
む
べ
き
事
、
し
ら
し
め
ん
為
成
べ
し
。」

　

こ
こ
は
、
第
三
十
二
段
末
尾
の
注
釈
で
あ
る
。
直
前
の
段
と
の
照
応
を
示
唆
し
て
い
る
。

【
第
三
十
三
段
】　
「
前
の
両
段
に
、
人
の
言
行
の
い
み
じ
き
事
を
書
き
の
せ
、
此
段
に
ハ
、
人

の
才
智
の
す
ぐ
れ
た
る
事
を
ほ
め
た
り
。
誠
に
、
初
段
の
内
に
先マ

ヅ

、
人
の
言
葉
を
つ
ゝ
し
む
べ

き
さ
ま
を
い
ひ
、
次
に
、
品
と
形
と
こ
こ
ろ
と
の
三
つ
を
論
じ
て
、
心
に
決
定
し
、
又
、
其
上

に
才
智
を
加
へ
て
、
人
の
全
美
と
い
へ
る
に
、
よ
く
相
応
し
侍
り
。
大
か
た
、
此
書
の
始
終
、

如
此
、
心
を
付
て
見
る
べ
き
物
也
。」

　

こ
こ
は
、
こ
の
段
の
末
尾
に
書
か
れ
て
い
る
注
釈
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
こ
で
述
べ
て
い

る
の
は
、
徒
然
草
の
冒
頭
部
と
、
第
三
十
一
段
・
第
三
十
二
段
・
第
三
十
三
段
の
連
続
す
る
三

章
段
と
の
相
似
形
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
徒
然
草
の
展
開
を
大
き
く
把
握
す
る
読
み
方
が
、

『
句
解
』
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
巻
之
一
の
末
尾
で
も
あ
る
こ
の
注
釈
で
、
明
確
に

指
し
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、『
句
解
』
巻
之
一
に
お
け
る
章
段
間
の
照
応
に
触
れ
る
注
釈
を
抽
出
し
な
が
ら
、
分

析
を
施
し
て
き
た
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、『
句
解
』
が
、
い
か
に
徒
然
草
の
前
後
の
章
段
を

関
連
づ
け
て
読
み
込
ん
で
い
る
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。『
句
解
』
に

お
け
る
こ
の
よ
う
な
読
み
方
に
対
す
る
批
判
も
あ
る）

10
（

が
、
章
段
間
の
照
応
を
ど
の
よ
う
に
読
み

込
ん
で
ゆ
く
か
は
、
現
代
の
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
も
、
心
に
留
め
る
べ
き
視
点
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
を
明
ら
か
に
指
し
示
し
て
い
る
の
が
『
句
解
』
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　
『
句
解
』
の
注
釈
態
度
を
、
巻
之
一
と
い
う
一
つ
の
窓
か
ら
垣
間
見
て
み
た
。
七
巻
七
冊
の

う
ち
の
第
一
巻
だ
け
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
早
く
も
『
句
解
』
の
独
自
性
は
横
溢
し
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
章
段
間
の
照
応
に
つ
い
て
は
、『
磐
斎
抄
』
に
お
け
る
「
来
意
」
と
い
う
こ
と

が
、
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
が）

11
（

、『
句
解
』
で
も
同
様
の
読
み
方
が
さ
れ
て
い
た
。『
磐
斎
抄
』
と

『
句
解
』
は
刊
行
年
が
同
じ
で
、
わ
ず
か
に
刊
行
月
で
『
磐
斎
抄
』
が
先
行
し
て
い
る）

12
（

。
両
者

の
影
響
関
係
の
有
無
は
、
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
し
、
偶
然
の
一
致
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

徒
然
草
注
釈
書
の
蓄
積
と
と
も
に
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
と
い
う
時
期
が
、
新
し
い
徒
然

草
の
読
み
方
を
生
み
出
す
時
代
に
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
背
景
も
含
め
て
さ
ら
な
る
考

究
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
徒
然
草
の
背
後
に
『
枕
草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』
の
表
現
と
そ
の
作
品
世
界
を
深
く

読
み
取
る
『
句
解
』
の
姿
勢
も
ま
た
、
大
い
に
示
唆
的
で
あ
る
。『
句
解
』
は
、
決
し
て
儒
学

者
の
立
場
一
辺
倒
の
注
釈
書
で
は
な
い
。
す
ぐ
れ
て
文
学
的
な
徒
然
草
の
読
み
方
を
提
起
し
た

注
釈
書
で
あ
る
。
本
稿
で
は
巻
之
一
を
取
り
上
げ
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
巻
之
二
以
降
の
詳
し

い
研
究
と
と
も
に
、
徒
然
草
に
限
ら
ず
、「
作
品
の
読
み
方
の
変
遷
」
を
注
釈
書
か
ら
明
ら
か

に
し
て
ゆ
く
視
点
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
、
今
回
の
研
究
を
締
め
括
り
た
い
。

注

（
１ 

）『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
三
十
号
、
平
成
二
十
四
年
。
な
お
、
こ
の
他
に
、
徒
然
草
注
釈
書
に

関
す
る
拙
稿
と
し
て
、
以
下
の
二
編
が
あ
る
。「『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
書
態
度
」（『
放
送
大

学
研
究
年
報
』
第
十
六
号
、
平
成
十
年
）。「
徒
然
草
古
注
釈
書
の
方
法　
　
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』

か
ら
『
野
槌
』
へ
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
十
八
号
、
平
成
十
二
年
）。

（
２ 

）
本
稿
で
主
と
し
て
取
り
上
げ
る
注
釈
書
は
以
下
の
諸
本
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
参
照
し
た
先
行
研
究

も
こ
こ
に
掲
げ
た
。

・『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』

　
　

川
瀬
一
馬
解
説
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』（
松
雲
堂
書
店
、
昭
和
六
年
）

　
　

吉
澤
貞
人
著
『
徒
然
草
古
註
釋
大
成
』（
勉
誠
社
、
平
成
八
年
）

・『
野
槌
』

　
　
『
野
槌
』（
無
刊
記
、
上
八
巻
・
下
六
巻
）

　
　

吉
澤
貞
人
著
『
徒
然
草
古
註
釋
大
成
』（
勉
誠
社
、
平
成
八
年
）

・『
鉄
槌
』

　
　
『
徒
然
草
鉄
槌
』（
無
刊
記
、
江
戸
通
油
町　

山
形
屋
利
平
開
板
、
四
巻
二
冊
）
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『徒然草句解』の注釈態度　　巻之一を中心に

お
け
る
、『
句
解
』
の
説
は
ほ
ぼ
妥
当
と
思
わ
れ
た
。

（
11 

）
西
尾
実
「
随
筆
の
特
性
と
研
究
方
法
の
問
題　
　
『
つ
れ
づ
れ
草
磐
斎
抄
』
に
お
け
る
来
意
の
考

察
」（『
つ
れ
づ
れ
草
文
学
の
世
界
』
所
収
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
二
年
、
新
装
版
第
一
刷
発

行
）
参
照
。

（
12 

）『
磐
斎
抄
』
に
は
、
寛
文
元
年
九
月
の
刊
記
の
も
の
と
、
同
年
十
一
月
の
刊
記
の
も
の
が
あ
る
。

一
方
、『
句
解
』
は
、
寛
文
元
年
十
二
月
で
あ
る
。

 

（
二
〇
一
三
年
十
月
三
十
日
受
理
）

　
　

小
松
操
「〔
徒
然
草
〕
鉄
槌
考
略
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
九
五
号
、
一
九
六
三
年
一
一
月
）

・『
な
ぐ
さ
み
草
』

　
　

吉
澤
貞
人
著
『
徒
然
草
古
註
釋
大
成
』（
勉
誠
社
、
平
成
八
年
）

・『
徒
然
草
古
今
抄
』

　
　

 『
徒
然
草
古
今
鈔
』（
万
治
元
年
、
大
和
田
久
左
衛
門
、
八
冊
）
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
よ
る
写
真
版

　
　

 

小
松
操
「「
徒
然
草
古
今
鈔
」
と
草
子
類
の
朗
読
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
八
七
号
、
一
九
六
三
年
二

月
）

・『
徒
然
草
抄
』

　
　

 

有
吉
保
編
・
加
藤
磐
斎
古
注
釈
書
集
成
３
『
長
明
方
丈
記
抄
・
徒
然
草
抄
』（
新
典
社
、
昭
和
六
十

年
）
の
影
印
本

　
　

吉
澤
貞
人
「
加
藤
磐
斎
著
『
徒
然
草
抄
』　
「
巻
第
一
」
の
翻
刻　

」（
金
城
学
院
大
学
）

　
　

吉
澤
貞
人
「
加
藤
磐
斎
著
『
徒
然
草
抄
』　
「
巻
第
二
」
翻
刻
」（
金
城
学
院
大
学
）

・『
徒
然
草
句
解
』

　
　
『
徒
然
草
句
解
』（
寛
文
五
年
孟
秋
吉
祥
日　

風
月
庄
左
衛
門
開
板
、
七
巻
七
冊
）

・『
徒
然
草
文
段
抄
』

　
　

北
村
季
吟
古
註
釋
集
成
18
『
徒
然
草
文
段
鈔
上
』（
新
典
社
、
昭
和
五
十
四
年
）
の
影
印
本
。

（
３ 

）
日
本
文
学
に
お
け
る
、「
蓄
積
」「
集
約
」「
浸
透
」
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
日
本

文
学
概
論
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
一
三
年
）
で
詳
し
く
論
じ
た
。
ま
た
、『
週
刊　

新
発

見
！　

日
本
の
歴
史
』
通
巻
十
四
号
「
平
安
時
代
２
」（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
六

日
発
行
）
所
収
の
拙
稿
「
二
〇
〇
〇
年
歴
史
絵
巻
14　

文
学
」
で
も
、
日
本
文
学
を
貫
く
特
徴
的
な

展
開
と
し
て
述
べ
た
。

（
４ 

）『
増
補
『
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
８　

枕
草
子　

徒
然
草
』（
三
省
堂
、
昭
和
五
十
二
年
、
た
だ

し
初
版
は
昭
和
三
十
五
年
）
所
収
「
研
究
史
通
観
」
の
近
世
の
概
説
参
照
。

（
５ 

）「
徒
然
草
の
影
響
・
享
受
と
研
究
史　
　

近
世
前
期
を
中
心
に
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
昭

和
四
十
五
年
三
月
）
の
注
15
参
照
。

（
６ 

）『
徒
然
草
事
典
』（
有
精
堂
、
昭
和
五
十
二
年
）
所
収
の
「
注
釈
書
・
研
究
書
解
題
」
参
照
。

（
７ 

）
注
１
で
挙
げ
た
拙
稿
の
う
ち
、「
徒
然
草
古
注
釈
書
の
方
法　
　
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
か
ら
『
野

槌
』
へ
」
で
述
べ
た
。

（
８ 

）
第
十
九
段
と
和
歌
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、注
１
拙
稿
「『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
の
注
釈
態
度　
　

近
世
前
期
の
徒
然
草
注
釈
書
を
展
望
し
な
が
ら
」
で
触
れ
た
。

（
９ 

）『
居
家
必
用
』
に
つ
い
て
は
、
田
中
ち
た
子
・
田
中
初
夫
編
『
家
政
学
文
献
集
成
續
編　

江
戸
期

Ⅶ
』（
渡
辺
書
店
、
昭
和
四
十
四
年
）
参
照
。
な
お
、『
居
家
必
用
』
は
、
現
代
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で

も
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
南
條
竹
則
『
中
華
料
理
秘
話　

泥
鰌
地
獄
と
龍
虎
鳳
』（
ち
く
ま
文

庫
、
二
〇
一
三
年
）
に
、
魚
と
羊
を
使
っ
た
料
理
の
項
で
、「
醸
焼
魚
」
が
『
居
家
必
要
事
類
全
集
』

か
ら
引
か
れ
て
い
た
。

（
10 

）
安
良
岡
康
作
『
徒
然
草
全
注
釈　

上
下
』（
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
二
年
、
四
十
三
年
）
で
は
、

『
句
解
』
の
注
釈
に
触
れ
る
箇
所
が
か
な
り
あ
る
が
、
章
段
間
の
照
応
に
つ
い
て
は
、
賛
同
す
る
箇

所
も
あ
れ
ば
、
牽
強
付
会
で
あ
る
と
す
る
箇
所
も
あ
る
。
た
だ
し
私
見
で
は
、
今
回
の
考
察
範
囲
に
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The Method of Tsurezuregusa-kuge as a Commentary

Yuko SHIMAUCHI

ABSTRACT

　Tsurezuregusa-kuge （徒然草句解、1661） is one of the numerous commentaries on Tsurezuregusa （徒然草） 
published in the modern period. This paper focuses on this work in the hope of illustrating its characteristics as a 
commentary as well as discovering some ploblems which exist in Tsurezuregusa itself.
　This paper compares Tsurezuregusa-kuge with its predecessors and makes the following points clear.
　Firstly, although it has been regarded as a commentary from Confusian view-points, Tsurezuregusa-kuge in 
reality tries to approach Tsurezuregusa through the study of Genji-Monogatari and Makuranososhi and tankas.
　Secondly, Tsurezuregusa-kuge in many passages turns its attention to correspondences between chapters of 
Turezuregusa. This can be estimated as a new feature and accomplishment of Tsurezuregusa-kuge.
　Thirdly, if we divide commentaries on Tsurezuregasa into two kinds, that is, detailed academic study adb brief 
introductionary work, Tsurezuregusa-kuge stands between those two. By taking such a stance, it introduces 
Tsurezuregusa to general readers, offering at the same time a milestone for the students of the profound world of 
Tsurezuregusa.
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